薄れゆく意識の中で、カーペインターが教徒に命令を下すのを聞いた。意識があったのは、
そこまで。気が付くと、ぼくは病院のベッドで寝ていた。
「きみがうちのドアを叩いたときには驚いたよ。何しろ、半分黒コゲ状態だったからね」
お医者さんが事情を説明してくれた。どうやらぼくは、半分失神状態のまま、本能的に病
院のドアを叩いたらしい。けど、よく見たら、このお医者さんも青ずくめの格好している。
だとすれば長居は無用。ぼくは50ドルの治療代を支払うと、急いで病院をあとにした。
それにしても、カーペインターが雷を操るとは……。このままじゃ、とても勝ち目はない
……。すっかり弱気の虫にとりつかれたぼくは、1度家に電話をしてみることにした。家族
の声を聞いたら、元気が出るような気がしたからだ。村の公衆電話をみつけたぼくはさっそ
く番号をプッシュした。電話に出たのはママだった。
『あらネス。パパから電話があってね、口座に50ドル振り込んでくれたそうよ。なんだか
元気がないわね。どんなにつらい目にあっても男の子はへこたれちゃダメ。頑張るのよ!」
たったこれだけの会話だったけど、なんだかとっても元気が出た。さあ、カーペインター
なんかに負けずに頑張るぞ-
〓Hpを現在のレベルの最大値まで回復させて
●もう一度教団に乗りこむ7●村をもう少し探ってみる…9a
●もう一度教団に乗りこむ17●村をもう少し探ってみる…94

